
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 ４月２６日に東海道線生見尾踏切で発生した人身事故の際に、応援に駆け付けた車両検査係や対向列車

の運転士、消防士が作業中に京浜東北線と横須賀線の抑止が解除された事象について、ＪＲ東労組横浜地

本は職場とともに原因究明委員会を開催し、６月２８日に安全で安心して業務に従事できる職場環境を求

め申し入れを行いました。 

 申し入れから４ヶ月が経過した１０月末、ようやく交渉日程が示され、本日１１月２１日に団体交渉が

開催されました。第１回交渉では、対向列車の運転士が現場で感じた「命の危機」と、その後の会社対応

に対する思いを力強く訴えました。 

 

□生きているから今こうやって発言ができる！ 

□もし自分が手伝いに行かず傍観し関係者が

轢かれていたら、自ら命を断っていたかも

しれない！ 

□「抑止」と「抑止解除」の重みをもたせるべき

だ！ 

□私たちは正しく速やかに報告しているのに、

なぜ正しく伝わらないのか？ （なぜ教訓化

されないのか？） 

 

しかし、会社は・・・ 

■一部の作業者に抑止解除が伝わっていなか

った。 

■先頭部で作業（写真撮影）があることを認識

していなかった。 

を原因としてくり返す・・・ 

 

 

 

※団体交渉の詳細は次号以降でお知らせします。 
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